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 我々は、電子ドナー・アクセプター分子間（電荷移動錯

体）での電子の授受や、水素結合を介したプロトン授受

による強誘電性について、有機材料における性能向上を

図っている。今回取り上げる交互積層型電荷移動錯体は、

中性-イオン性相(NI)転移やイオン性分子のスピンパイエ

ルス(SP)転移に伴う強誘電性１）として、近年新たな注目を

集め始めている。今回は、TTF-p-ベンゾキノン類におけ

る中性-イオン性相(NI)転移と強誘電性に絞り紹介する。 
TTF-CA 及び Br 一置換体の TTF-QBrCl3 では、それ

ぞれ 81K、71K で中性状態（電荷移動量 ρ~0.3）からイオ

ン性状態（ρ~0.6）へと相転移し、ドナーとアクセプターが

相対変位（二量体化）することで極性構造を形成する。

TTF-CA について石橋 2)、Picozzi ら 3) による第一原理計

算では、巨大な自発分極（8~10μCcm-2）の発生が予測さ

れていたが、今回我々は分極履歴測定により、TTF-CA
及び TTF-QBrCl3 で大きな残留分極（6~7μCcm-2）をもつ

強誘電性を直接観測し、予測を裏付けることができた（右

図）4）。分子の変位量から点電荷モデルにより期待される

イオン分極の 20 倍超の増強が生じており、極めて顕著な

電子的効果の存在が示唆される。当日は、新たな TTF-p-
ベンゾキノン類錯体における強誘電性 NI 転移と圧力誘

起相転移についても報告する予定である。 
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【図】 TTF-CA の分子構

造と電場―分極履歴特性。
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